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1.はじめに

2008年6月 14日岩手宮城内陸地震(Mj 6.8)が発生し、岩手県奥州市と宮城県栗原市で震度6強が観測された。

この地震では、建物の倒壊や大規模な土砂崩れにより人的被害が発生している。地震による被害の軽減のために

は、多くの被害地震の震源モデルの評価を基に、将来発生する地震の強震動予測をすることが必要不可欠である。

本研究では、強震動記録を用いた波形インパージョンでも含められない震源極近傍の強震動記録を用いてフォー

ワード・モデリングにより強震動が再現可能な震源モデ、ルの構築を試みたO 本地震では、震央距離約 3kmに設

置されていた IWTH25(一関西)観測点において強震動が観測された。震源極近傍の強震動は、震源と観測点

の幾何学的位置関係で震源メカニズムによる放射特性の影響を強く受けている。経験的グリーン関数として用い

る余震記録は、本震と同じ放射特牲をもっている必要がある。ここでは、 IWTH25(一関西)への余震の放射特

性と本震の震源からの放射特性の比較により適切な余震を選択し、 IWTH25(一関西)における観測記録の再現

も試みた

2.経験的グリーン関数としての余震の選択およびメカニズム解

本震の走向と傾斜角は、地震発生直後から行われた余震観測記録の余震分布から、走向は 2100、傾斜角は 40

0 とした(地震調査委員会、 2008)。この値は、 F-netなど観測記録者E用いて推定された震源メカニズム解と調和

的である。経験的グリーン関数として用いる余震記録は、本震時のアスペリティで生成される強震動と同様の放

射特性をもつものが適切である。本研究では、震源近傍で発生した 2008年 6月 14日23時42分の余震(Mj4.8)

(以下余震 1と呼ぶ)を採用した。この余震の断層 表 1経験的グリーン関数として採用した余震の緒元

面積と応力降下量は、余震の変位震源スペクトルか

ら読み取られたコーナー周波数と F-netによる地震

モーメントから円形クラックモデルを仮定し計算し

た。表 1に余震 lの緒元を示す。

3.震源モデルの構築

緯度，経度
走向

傾斜角
すベり角

面積
応力降下星

地震モメント

会霊1(08/06/14 23:42) 余震2(08/06/16 23:14) 
~.9950 ， 140.8900 38.9970. 140.8410 

213/23 348/249 
46/45 80/48 
97/83 43/166 

1.7x1.7km 2.3 x 2.3km 
4.7MPa 9.9MPa 

1.02E+16Nm 4.97E+16Nm 

本震の破壊過程は、遠地実体波や強震動記録を用いた波形インパージ、ヨンにより推定されている(例えば、八

木、 2008;堀川、 2008など)。これらの結果では、本震の破壊開始点(震源)の南側かつ浅い場所ですべり

量が大きかったとされている。そこで、はじめにこの場所に強震動生成域 (Asp1)を設定し、経験的グリーン

関数法により波形合成を行った。この際、解析地点としてはフォワードディレクティピティとなる MYG005、

MYG004、MYGH06、IWTH26とした。その結果、この震源モデルでは、震源より南側に位置する観測点の記

録は再現できるが、北側にある観測点の観測記録は再現されなかった。これは、震源より北側にも、観測された

強震動に影響を与える強震動生成域が存在していることを意味している。そこで、震源の北側にも強震動生成域

(Asp2)を設定した。震源の北側の強震動生成域の評価には、震源の北側の観測点を対象とした。

図 l上段に構築した強震動生成域と解析に使用した観測地点の一部を、下段に堀川 (2008)におけるすべり量

分布に本研究で構築した強震動生成域を加筆した図を示す。表 2には震源モデルの緒元を示す。また、図 2に

MYG004 (震源より南側の観測点)と IWT011(震源より北側の観測点)および IWTH25(震源極近傍)の観測

波形(灰色線)と合成波形(黒線)の速度波形の比較を示す。合成波形は、震源からの最近点の IWTH25を除

いた点では振幅と位相ともに観測波形が再現できている。 IWTH25については次節で詳細に検討する。構築さ
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れた震源モデ、ルは、震源の北側 (Asp2)よりも南側の強震動生成域 (Aspl)の方が、面積、応力降下量ともに

若干大きめに評価された。 Asp1および Asp2の強震動生成域の面積はそれぞれ約 60km2，約 35km2、応力降

下量は 15MPa程度となった。強震動生成域の場所は、堀川 (2008)によるすべり量分布の大きい場所と概ね

調和的である(ただし、堀JII(2008)による断層面は走向 2080傾斜角は 500であり、本研究とは異なる。)。
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図 l 上段強震動生成域と解析に使用した観測地点の一部

下段 断層面における本研究で構築した強震動生成域. (堀

川 (2008) によるすべり量分布図に加筆.

表2 構築震源モデルの緒元

フンク 木造延べ面積率(九) 木造割合(九)

0==玉X<4 0豆X<20

2 4:;玉X<8 20手X<40

3 8三三X<12 40豆X<60

4 12:;玉X<16 60壬X<80

5 16壬X<20 80豆X豆100

4. IWTH25 (一関西)における波形シミュレーション

20 30 
Time(sec) 

図2 合成波形と観測波形の比較上段震源よりも

南側の観測点，中段:震源よりも北側jの観測点，下段:

震源極近傍の観測点.経験的グリーン関数として余震

1の記録を用いている

本研究で構築した震源モデルは、震源から距離の離れた観測点における強震動の再現は可能で、あった。しかしな

がら、震源極近傍である IWTH25(一関西)では再現性が悪い。これは、経験的グリーン関数としての余震が

不適切であったためと考えられる。震源極近傍の観測記録には、震源メカニズムによる放射特性の影響が大きい

ため、より適切な余震を選択する必要がある。ここでは、本震時の各アスペリティから IWTH25への放射特性

とそれぞれの余震の放射特性との比較から解析に使用する余震を選択した。その結果、 IWTH25への本震のア

スペリティからの放射特性のセンスが同じであった 2008年 6月 16日23時 14分の余震(以下余震 2と呼ぶ)

を採用した。表 lに余震 2の緒元を、図 3に観測波形と合成波形の速度波形の比較を示す。余震2を採用する

ことにより、 S波震動の立ち上がり部分のセンスをはじめ、振幅、位相ともに観測波形をより再現できている。
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図3 余震2を経験的グリーン関数として解析した

合成波形と観測波形の比較.

5 結論

本研究では、経験的グリーン関数法により岩手・宮城内陸地震の震源モデ、ルの構築を行った。その結果、本震の

アスペリティは、震源の北側と南側に合計 2個の強震動生成域が推定された。その位置は、(堀川、 2008)に

おける波形インパージョンによるすべり量の大きい場所と概ね調和的であった。また、震源極近傍の IWTH25(一

関西)の観測波形を再現するために、本震における IWTH25への放射特牲の立ち上がり方向と同じ余震 21cr採

用したことにより、再現性を高めることができた。ただし、放射特性の影響に関しては、余震の放射特性とアス

ペリティからの放射特性との関係の比較など、さらなる詳細な検証が必要と考えられるため、今後解析を進めて

いく予定である。
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